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Curriculum Guidelines for Special Needs Schools (2018) : A Developmental Perspective
稲 富 眞 彦 ＊
Abstract
I examined the curriculum guidelines for special needs schools (2018), from the perspective of
development. The curriculum documents themselves are almost overwhelming in length. If the
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology instead established “standard
characteristics” and “general principles” for the curriculum, it would be much more concise.
Furthermore, I believe that teachers must be offered greater “flexibility” and “discretion.”
With respect to “independent activities,” two examples in Chapter 7 are of particular interest. The
work process they describe, involving setting concrete instructions before having a grasp of a given
situation, is very different from actual practice. I believe this reflects a choice to select and assign
compulsory tasks under the label of independent activity. Furthermore, I strongly suggest that this
attitude to instruction, the name “independent activity,” and “guidance for independence” that
“improves, overcomes difficulty, cultivates qualities of independence, and participates in society” still
intends an education oriented toward “normality.”
The subject of this study is “arithmetic,” with each “topic” and “independent activity” described
from a developmental perspective ; the overall subject of “arithmetic” is treated in a more
developmental way than others.
The inclusion of research results at only a very preliminary stage may reflect the nature of the
deliberations on the curriculum. However, the basic categories of “quantity,” “number and calculation,”
“graphs,” and “measurement,” do not adequately incorporate the results of research into early
development. Not only does the content of each category need to be reviewed, but the very concept of
the subject of “arithmetic” needs to be examined.
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Ⅰ．はじめに
日本の教材・教具研究について中内敏夫（1978）
は「学校教育の分野において目標や教育課程が国家
基準で統制されているために十分な発達を遂げえ
ず、それこそ、手わざ・身振りの工夫に堕しがちで
あった」と述べ、日本の教師が目標や教育課程への
関与ができないことを暗に批判した。
筆者は特別支援教育学習指導要領について研究し
てきた（稲富眞彦 2011，2013，2014）。今回、新
特別支援学校学習指導要領（平成30年、2018年）に
ついて発達的観点から検討を行った。検討の対象は
①特別支援学校教育要領・学習指導要領解説『自立
活動編』、②特別支援学校学習指導要領解説『各教
科編』「第⚔章知的障害者である児童生徒に対する
教育を行う特別支援学校の各教科」のうち最も発達
的観点から述べられていると考える「算数科」であ
る。
まず指摘したいのは、全体分量が膨大であり、学
習指導要領の「基準性」「大綱化」を謳うならばわ
かりやすくコンパクトなものにして教師の「自由
度」「裁量」を高める必要があろう。総則編でいわ
れるカリキュラム・マネジメントは特別支援学校で
は以前より他の校種以上に求められており、各学校
の教育課程編成に委ねられてきたといえる。
「算数科」は段階や内容において他の教科より発
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達的に述べられている。それは審議過程で発達の初
期段階の研究成果を取り入れるように指摘されてき
たことの反映でもあろう。しかし註）で紹介するよ
うに算数科でありながら目標において「数学的な見
方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的
に考える資質・能力を次の通り育成することを目指
す」と中等数学教科で用いられている用語を無理に
トップダウン的に特別支援教育にも用いているのは
違和感がある（註 算数科「旧」と「新」の改訂要
点、目標内容の比較）。次に意味がよく理解できな
い定型句が多数みられる。「見方・考え方」「資質・
能力」「を通して」文末の「目指す」。「⑴知識・技能、
⑵思考・判断またはそれに準ずる事項、⑶関心・意
欲・態度」などの表現は⚓つの学力の観点をトップ
ダウン的に入れざるを得ない状況があってのことと
考える。
また、⚑段階、⚒段階、⚓段階の「数量の基礎」
「数と計算」「図形」「測定」は初期発達研究の成果
の取り込みは十分ではない。また、これらの段階の
内容はカテゴリーについて再検討が必要である。
「算数科」という教科の概念についても検討が必要
である。
全体の分量の膨大さは「特別支援教育」教師との
距離を生む。特別支援学校学習指導要領・解説は義
務教育段階のものだけでも全⚔冊1,573ページの分
量となっている（海文堂出版より製本・出版された
もの）。また高等部関係の学習指導要領解説は全⚖
冊で1,918ページに及ぶ（同）。関係各位の努力に敬
意を表するとともに従来、特別支援学校学習指導要
領ほど参考にされないものはないとの悪評にどれだ
け配慮がなされているのか、果たしてどれだけ現場
の教師が手にしていくのか、読みやすい体裁になっ
ているのか、また、カリキュラム・マネジメントの
道具になり得るのか、内容面で発達的観点からの内
容と段階が示されているのか、検討すべき課題は多
い。
分量の膨大さの原因は新学習指導要領が旧特別支
援学校学習指導要領で「改正」されていない文面が
そのまま残され累積されている点にある。また、慎
重さ、ていねいさを追求するあまり繰り返しの文言
が数多くみられる。この特別支援学校学習指導要領
の量的増大は何らかの根本的な改善策を取らないか
ぎり特別支援教育に携わる教師との距離は開くばか
りであろう。なお、それでも「算数科」を取り上げ
る理由は他の教科より発達的アプローチを試みてい
るからである。
Ⅱ．自立活動
（⚑）「自立活動」解説全体
「自立活動」解説の問題は次のとおりと考える。
一つ目は、「類型的」な障害で説明がなされてい
ること。「具体的指導内容例と留意点」では障害種
別に指導内容例が列挙されている。田中昌人
（1980）が指摘した「行動的・精神的特性の把握の
側からのアプローチする研究の対策妥当性」の限界
を示すものに他ならない。
二つ目は、発達論的な見方・分析・指導が展開さ
れていないこと。一つ目の指摘と関連するが、具体
的指導内容は障害種別に行動的・精神的特性が列挙
されている。そこでは「重要」「大切」「必要」が文
末に多数使用されており、それらの根拠には発達論
的説明がないために説得性に欠けると思われる。
三つ目は、「基礎」ということばが「人間関係の
形成」「コミュニケーション」内容の最初に述べら
れているが「基礎」の意味が不明であること。「基
礎」の内容に触れられていない。「基礎」とは何か、
その内容に触れられていないので教師は戸惑う。
四つ目は、「言語」ということばが「話しことば」
なのか「書きことば」なのか区別されていないこと。
具体的指導内容では「話しことば」という使用も認め
られるが内容の項目では区別して用いるべきであろう。
五つ目は、具体的事例で述べられている「言語遅
滞」の原因に触れられていないこと。通級による指
導では「言語遅滞」の対象が多い。しかし、言語遅
滞そのものの障害比率は臨床的にいえばごく僅かで
あろう。多くは保護者の障害受容の関係で「知的障
害」ではなく「言語遅滞」と診断されていると類推
される。
（⚒）内容『コミュニケーション』解説
⚖つの内容のうち今回新たに加わったコミュニ
ケーション内容解説について検討を行う。コミュニ
ケーション内容では以下の⚕点の項目で解説がなさ
れている。
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Table-1 自立活動 コミュニケーション項目
⚖ コミュニケーション
（⚑） コミュニケーションの基礎的能力に関すること。
（⚒） 言語の受容と表出に関すること。
（⚓） 言語の形成と活用に関すること。
（⚔） コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。
（⚕） 状況に応じたコミュニケーションに関すること。
まず、「具体的指導内容例と留意点」項目（⚑）
では以下のようにコミュニケーションについて説明
されている。
「コミュニケーションとは，人間が意思や感情など
を相互に伝え合うことであり，その基礎的能力とし
て，相手に伝えようとする内容を広げ，伝えるため
の手段をはぐくんでいくことが大切である。」
ここでは「基礎的能力」として相手に「伝えよう
とする内容を広げ、伝えるための手段をはぐくんで
いくことが大切」とされている。この説明の「基礎
的能力」が不明で「伝える」能力だけをコミュニ
ケーションの基礎的能力と述べており、「受けとる」
能力の必要性を述べておらず論理的でない。
項目（⚑）解説では次に重度・重複、聴覚障害、
自閉症、言語遅滞、知的障害の⚕つの障害別に解説
がなされている。重度・重複と聴覚障害はコミュニ
ケーションの特徴に触れられることなく指導につい
て述べられ「必要」「大切」と締めくくっている。
「障害が重度で重複している幼児児童生徒の場合，
話し言葉によるコミュニケーションにこだわらず，
本人にとって可能な手段を講じて，より円滑なコ
ミュニケーションを図る必要がある。周囲の者は，
幼児児童生徒の表情や身振り，しぐさなどを細かく
観察することにより，その意図を理解する必要があ
る。したがって，まずは双方向のコミュニケーショ
ンが成立することを目指して，それに必要な基礎的
能力を育てることが大切である。これらのことは，
いわばコミュニケーションの発達における初期の活
動を高める事柄であって，認知の発達，言語概念の
形成，社会性の育成及び意欲の向上と関連している
ことに留意する必要がある。
聴覚障害のある幼児児童生徒の場合，幼児児童生
徒の発達の段階に応じて，相手を注視する態度や構
えを身に付けたり，あるいは自然な身振りで表現し
たり声を出したりして，相手とかかわることができ
るようにしたりするなど，コミュニケーションを行
うための基礎的能力を身に付ける必要がある。」
自閉症、言語遅滞、知的障害についてはコミュニ
ケーションの「典型的」な特徴と思われる具体的行
動例を示し、障害によってはそのあとに解釈、指導
について「必要」「大切」と述べられる。
つぎに障害種別に解説で述べられている内容を検
証していく。
まず、自閉症について他者のものを断りなしに勝
手にとることと、いわゆる「クレーン現象」が紹介
されている。その解釈は「意思の表出や要求を伝達
しようとした行為」と理解され「より望ましい方法
で意思や要求を伝えることができるよう指導」と展
開されている。
他者のものを断りなしに取る行動は自閉スペクト
ラム症やADHD によくみられる行動で友だちとの
トラブルの原因となることがよくある。一方、もっ
ているものを「貸して欲しい」と頼むと異常に「怒
る」ことが見られたりもする。この場合、「もの」
への直線的な行動は他者の存在にいかに気付くか、
所有の意識がポイントになる。発達的には対人関係
では10か月、所有の意識では⚒歳から⚓歳ころの自
我・他我といった育ちが必要となってくるであろ
う。
いわゆる「クレーン現象」は指差し Pointing で
要求ができない自閉症にみられる。通常の発達では
10か月ころの三項関係の形成に課題をもつ。
解説で解釈される「意思の表出や要求を伝達しよ
うとした行為」は文意が不明である。例として出さ
れたいずれも他者・ひとの存在を認識することに課
題をもつと発達的には理解される。解説で述べられ
る「より望ましい方法」とは具体的には何か、また、
どのような指導が求められるのか、さらにはそれは
短期的な目標なのか長期的な目標なのか解説では触
れられていない。
自閉症のある幼児児童生徒の場合，興味のある物
を手にしたいという欲求が勝り，所有者のことを確
認しないままで，他者の物を使ったり，他者が使っ
ている物を無理に手に入れようとしたりすることが
ある。また，他の人の手を取って，その人に自分が
欲しい物を取ってもらおうとすることもある。この
ような状態に対して，周囲の者はそれらの行動が意
思の表出や要求を伝達しようとした行為であること
を理解するとともに，幼児児童生徒がより望ましい
方法で意思や要求を伝えることができるよう指導す
ることが大切である。
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言語遅滞については「語彙」量が少ないために
「自分の考えや気持ちを的確に言葉にできないこと
や相手の質問に的確に答えられない」状況があると
されている。
言語遅滞の原因としては知的障害・構語障害・言
語症（特異的言語発達遅滞、表出性言語発達遅滞）・
難聴・自閉スペクトラム症・後天性てんかん性失語
などがあげられる。もっとも多いのは知的障害であ
ろう。そうすれば語彙量は発達にその基底がある。
また、語彙量とともに把握すべきことは語彙の質、
すなわち品詞が名詞から動詞、形容詞といった語彙
を発達の全体的な段階 Stage と関連してみていく必
要があろう。「コミュニケーションの基礎を作る」
ための指導であげられているものは具体性に欠け、
幼児の場合に羅列されているなかの「ごっこ」遊び
は「みたて」遊びや「つもり」遊びより高度で通常
⚔，⚕歳を越える発達の時期に可能となる。
言語発達に遅れがある幼児児童生徒の場合，語彙
が少ないため自分の考えや気持ちを的確に言葉にで
きないことや相手の質問に的確に答えられないこと
などがある。そこで，幼児児童生徒の興味・関心に
応じた教材を活用し，語彙を増やしたり，ことばの
やりとりを楽しんだりすることが必要である。特に，
幼児の場合は，言語による直接的な指導以外に，絵
画や造形活動，ごっこ遊びや模倣を通して，やりと
りの楽しさを知り，コミュニケーションの基礎を作
ることが大切である。
知的障害については行動特性の例が挙げられ、そ
の理由についての説明がないまま極めて具体的な指
導例が示される。
自分の気持ちや要求などの意図を伝えること、相
手の意図を理解することは別々に検討すべき事項で
ある。自分の意図を伝えることについては意図その
ものが整理されているかどうか、伝えるコミュニ
ケーション手段が自分のものになっているか（通常
⚑，⚒歳）、自我や自己意識が他者との関係で発揮
できるのか（通常⚓，⚔歳）、自己評価や自己効力
感などの弱さや低下がコミュニケーションの発動を
阻害していないか（⚙割方できる能力を有していて
もあとの⚑割に不安があると取り組んだり、話せな
かったりする）など複雑である。相手の意図の理解
は通常⚓歳ころより⚕，⚖歳ころに可能となってく
る。
解説では発達レベルが示されず、かつ自分の意図
と相手の意図を同時に説明し「適切なかかわりがで
きるように指導すること」が「大切」としている。
この解説では話し言葉に代替する絵カード、ジェス
チャーを提案しているが発達の程度、生活年齢、障
害程度などを総合的に判断して導入するかどうかを
検討するべきであろう。
知的障害のある幼児児童生徒の場合，自分の気持
ちや要求を適切に相手に伝えられなかったり，相手
の意図が理解できなかったりしてコミュニケーショ
ンが成立しにくいことがある。そこで，自分の気持
ちを表した絵カードを使ったり，簡単なジェス
チャーを交えたりするなど，要求を伝える手段を広
げるとともに，人とのやりとりや人と協力して遂行
するゲームなどをしたりするなど，認知発達や社会
性の育成を促す学習などを通して，自分の意図を伝
えたり，相手の意図を理解したりして適切なかかわ
りができるように指導することが大切である。
解説の障害別の具体例の一部を検討してきた。こ
れらのことをまとめると以下のようになる。
一つ目は具体例の様式・体裁が統一されていな
い。
二つ目は、コミュニケーションに関わる障害別の
特性や行動特徴が典型的なものかどうか、検討が必
要である。
三つ目は特性や特徴について発達的吟味がなされ
ていない。
四つ目は具体的な指導例として挙げられたものが
適切でないものがあったり、またどれくらいのスパ
ンで設定するものかあいまいなものがある。
自立活動については個別の指導計画において通級
指導や特別支援学級を含めて参考にするようにいわ
れている。次回の学習指導要領改定を待つことなく
内容の見直しが発達的観点から再検討されていく必
要があろう。
（⚓）実態把握から具体的な指導内容を設定するま
での流れについて
自立活動の個別の指導計画の作成と内容の取扱い
（自立活動解説第⚗章）は解説の中でも最も力を入
れてある章と考える。さらに「自立活動編」は第⚗
章の⚒の記述は興味深い内容となっている。
特に、実態把握の情報について子どもの「できる
こと」「もう少しでできること」「援助があればでき
ること」「できないこと」を焦点化すること、また、
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現在の子どもの姿だけでなくそこに至る背景への言
及、特定の教師だけでなく複数の教師で検討する学
校システムの構築の必要性などは重要であると考え
る。（p. 108）
また、指導内容について（p. 19、pp. 111-113、pp.
116-117）で触れてある「自己選択」「自己決定」「自
発性」「自主性」「成就感」「満足感」「自己を肯定的
に捉える感情」など大切な視点であると考える。
「自己を肯定的に捉える感情は、自分の良いとこ
ろも悪いところも含めて自分であることを肯定でき
るものであるが、同時に自己を他者との比較や何ら
かの基準によって客観的に捉えられるようにするこ
とも必要であり、発達の段階に応じて適切に指導す
ることが求められる。」と述べている。大切なこと
を指摘していると考える。残念なことは、こうした
自己の多面的・多角的なとらえ方が通常、幼児期の
第⚓段階（⚕，⚖歳）の特徴であることは示されて
いない。すべての発達レベルにおいてこの指摘はあ
てはまることではないのである。
前後するが解説第⚗章の⚑「個別の指導計画の作
成」（pp. 28-31、pp. 103-105）では実態把握から具
体的な指導内容を設定するまでの流れについて「指
導目標（ねらい）を達成するために必要な項目を選
定する段階」から「項目同士を関連づけるポイント」
さらに「具体的な指導内容を設定する段階」へと展
開するようになっている。しかし、この展開は実態
からかけ離れていく作業工程となっているのではな
いだろうかと危惧する。その理由は、示されている
自立活動内容項目に無理に選定・充当させる作業に
原因があると考える。
Table-2 自立活動 実態把握から指導内容設定の流れ
実態把握から具体的な指導内容を設定するまでの流れの例
（p28-31）
①実態把握の段階
②収集した情報を整理する段階
③指導すべき課題を整理する段階
④中心的な課題を導き出す段階―――第⚗章の⚒の（⚒）「ア
指導すべき課題相互の関連の検討」
⑤指導目標（ねらい）を設定する段階―――第⚗章の⚒の
（⚒）「イ指導目標（ねらい）の設定と目標設定に必要な項目
の選定」
⑥指導目標（ねらい）を達成するために必要な項目を選定す
る段階
⑦項目同士を関連づけるポイント
⑧具体的な指導内容を設定する段階―――第⚗章の⚒の
「（⚓）具体的指導内容の設定」
（⚔）「自立活動」の目標
自立活動の名称、また、「自立活動の指導」が「障
害による…困難を改善・克服し、自立し社会参加す
る資質を養う…」という教育活動の位置づけ等は
「全人的な発達を促す」（p. 122）と言いつつも、今
なお「正常」に近づける教育を志向していると言わ
ざるを得ない。
Ⅲ．「算数」教科の発達的観点からの検討
（⚑）「数学的活動の充実」「数学的な見方・考え方」
を知的障害である児童生徒に対する教育に適
応することの妥当性
算数・数学教科については小学校・中学校・高等
学校すべての校種において「数学的活動の充実」「数
学的な見方・考え方」が導入された。特別支援学校
学習指導要領においても導入されている。特別支援
学校学習指導要領解説各教科編「知的障害である児
童生徒に対する教育を行う特別支援学校の各教科」
『算数教科』目標においても、
「数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通
して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。
（⚑）数量や図形などについての基礎的・基本的な概
念や性質などに気付き理解するとともに，日常の事
象を数量や図形に注目して処理する技能を身に付け
るようにする。
（⚒）日常の事象の中から数量や図形を直感的に捉え
る力，基礎的・基本的な数量や図形の性質などに気
付き感じ取る力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・
明瞭・的確に表したり柔軟に表したりする力を養う。
（⚓）数学的活動の楽しさに気付き，関心や興味をも
ち，学習したことを結び付けてよりよく問題を解決
しようとする態度，算数で学んだことを学習や生活
に活用しようとする態度を養う。」
とされ、この考え方の下、旧学習指導要領の目標か
ら大きく変更されている。ちなみに旧学習指導要領
の目標は以下のとおりである。
「具体的な操作などの活動を通して，数量や図形など
に関する初歩的なことを理解し，それらを扱う能力
と態度を育てる。
①『具体的な操作などの活動を通して，』とは，具体
物を見たり，手で触れたり，体を動かして順番に並
んだり，一定の数の音を聞いたりするなどの活動の
ことである。
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②『数量や図形などに関する初歩的なことを理解
し，』とは，数，量，計算，図や形，位置関係のほか，
時計や暦などについての，初歩的な事柄を理解する
ことである。
③『それらを扱う能力と態度を育てる。』とは，数量，
図形などに関する初歩的な学習内容を日常生活の中
で実際に活用することができるようにしたり，実際
に使おうとしたりする意識を育てることである。」
新学習指導要領では「算数科」という教科のカテ
ゴリーの妥当性の問題からさらに「数学」という新
たな混乱を招く次元の目標が設定されている。対象
の小学部知的障害児の発達年齢が⚐歳から⚖歳ころ
までを対象と考えた場合、旧学習指導要領の目標で
ある「具体的な操作」「初歩的」なことの理解、扱
う能力、態度が軽視されてこないか、また子どもの
実態とかけ離れた目標が独り歩きしないか危惧され
るところである。
この間、新学習指導要領では、「生きる力」を育
成するために、各教科等において、三つの資質・能
力を育成するとされている（「資質・能力の三つの
柱」）。
・「知識及び技能」 ・「思考力、判断力、表現力
等」 ・「学びに向かう力、人間力等」「主体的・対
話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の視点
からの授業改善」と「カリキュラム・マネジメント」
により、これらの三つの資質・能力をバランス良く
育むことを目指す」とされている。
この三つの柱は小・中・高だけでなく特別支援学
校においても、また大学教育、大学入試まで、つま
り日本の学校教育全体を覆いつくす考えとなってい
る。
つまり、この三つの柱は教科、校種を越えて統一
されている。
しかし、各校種学習指導要領において対象となる
幼児児童生徒の発達を押さえたカリキュラム・マネ
ジメントを発揮した内容が検討されて提起されてい
るのか疑問であり、検討が必要であろう。
（⚒）教科の段階と内容の表記はどちらが上位か
内容の科学的根拠、順序性の不明確さがあげられ
る。特に第⚑段階の内容は発達初期の研究成果から
すれば何を根拠にしているか示すべきである。
ちなみに『特別支援学校学習指導要領解説 各教
科等編』（2018）での段階等に関する説明は以下の
とおりである。
まず、発達や障害の程度について、学校教育法施
行令第22条の⚓の規定があげられ、「知的機能の障
害の状態と適応行動の困難性等を踏まえ，各教科の
各段階」が構成されていると説明がなされている。
各段階の特徴は以下のように説明がなされている。
（解説各教科編 pp. 23-25）
①児童生徒が，注意を向けたり興味や関心をもった
りする段階
②具体的な事物について知り，物の特性の理解や目
的をもった遊びや行動ができる段階
③場面や順序などの様子に気付き教師や友達と一緒
に行動したりすることから，多様な人との関わり
をもてるようにしていく段階
そして各段階の対象となる児童生徒、指導内容が
以下のように紹介されている。
【小学部 ⚑段階】
主として知的障害の程度は，比較的重く，他人と
の意思の疎通に困難があり，日常生活を営むのにほ
ぼ常時援助が必要である者を対象とした内容を示し
ている。
この段階では，知的発達が極めて未分化であり，
認知面での発達も十分でないことや，生活経験の積
み重ねが少ないことなどから，主として教師の直接
的な援助を受けながら，児童が体験し，事物に気付
き注意を向けたり，関心や興味をもったりすること
や，基本的な行動の一つ一つを着実に身に付けたり
することをねらいとする内容を示している。
【小学部 ⚒段階】
知的障害の程度は，⚑段階ほどではないが，他人
との意思の疎通に困難があり，日常生活を営むのに
頻繁に援助を必要とする者を対象とした内容を示し
ている。
この段階では，⚑段階を踏まえ，主として教師か
らの言葉掛けによる援助を受けながら，教師が示し
た動作や動きを模倣したりするなどして，目的を
もった遊びや行動をとったり，児童が基本的な行動
を身に付けることをねらいとする内容を示している。
【小学部 ⚓段階】
知的障害の程度は，他人との意思の疎通や日常生
活を営む際に困難さが見られる。適宜援助を必要と
する者を対象とした内容を示している。
この段階では，⚒段階を踏まえ，主として児童が
自ら場面や順序などの様子に気付いたり，主体的に
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活動に取り組んだりしながら，社会生活につながる
行動を身に付けることをねらいとする内容を示して
いる。（中学部段階略）
解説では障害の程度について小学部⚑段階では
「比較的重く、他人との意思の疎通に困難があり、
日常生活を営むのにほぼ常時援助が必要である者」
を対象にするとしている。障害の程度が「比較的重
く」という表現は障害の程度を相対的なものとして
おり絶対的なものとなっていない。「意思の疎通の
困難さ」という場合、主たるコミュニケーション手
段である話し言葉を意味するのか、乳児期前半から
後半への能動的な笑顔や発声といったことを意味す
るのか不明である。援助の程度については「日常生
活を営むのにほぼ常時援助が必要」とされている。
この「日常生活」とは何を指すのか、「援助」は「全
介助」という意味合いなのか不明である。「支援」
や「援助」ということばは、受けとる側にとってあ
いまいな用語である。
内容について「児童が体験し、事物に気付き注意
を向けたり、関心や興味をもったりすることや、基
本的な行動の一つ一つを着実に身に付けたりするこ
とをねらいとする内容」としている。
内容があいまいなところに段階を統一して示そう
としているところに無理があると考える。
各教科の解説では「⚑目標」「⚒各段階の目標及
び内容」が示されている。例えば「算数」教科は以
下のとおりである。
Table-3 算数科 段階と内容
⚑段階―――目標と内容
「数量の基礎」「数と計算」「図形」「測定」
⚒段階、⚓段階―――目標と内容
「数と計算」「図形」「測定」「データ」
ここでは⚓つの段階が何を意味するのかが不明で
ある。⚑段階以前はないのか。つまり何の段階なの
かが示されていない。段階は何を意味するのだろう
か。心理学でいうところの Stage であろうか。記述
された段階には段階の特性、特徴、主導的活動は何
なのかをうかがい知ることはできない。
段階毎に示された⚔つの内容は一人の子どもに、
例えば「⚑段階」の場合は⚔つの内容すべてが適応
されるのか、という疑問が起こる。⚔つの内容の目
標は子ども個々人にとって異なる場合もあるだろ
う。
内容の段階間の系統性はどのように厳密に検討が
なされているのであろうか。
算数教科担当の執筆者メンバーを見る限り、経験
的な側面からの記述にとどまらざるを得ないのでは
ないだろうか。
内容の順序性、系統性があいまいであれば内容を
優先して示し、⚔つの内容の大まかな対応する通常
の年齢を対応した方が理解しやすいといえる。その
うえで内容から演繹的に一定のまとまりごとにネー
ミングした方が良いとも考える。
⚑段階（⚑）⚒段階（⚑）⚓段階（⚑）等、段階
（ ）の表記が理解しにくい。「数量の基礎」、「数と
計算」⚑段階のように表現した方が内容にはいって
いきやすい。
次に「算数教科」で具体的に段階と内容について
検討をおこなっていく。
（⚓）「算数」教科解説内容の発達的観点からの妥当
性～内容のカテゴリー、段階、対象の発達レベ
ルについて～（解説各教科編算数科 pp. 104-139）
この項では、特別支援学校学習指導要領解説各教
科編知的障害である児童生徒に対する教育を行う特
別支援学校の各教科「算数科」内容のうち、⚑段階
「Ａ数量の基礎，Ｂ数と計算」「Ｃ図形」「Ｄ測定」
及び⚒段階「Ｂ図形」「Ｃ測定」について発達的観
点から内容のカテゴリー、段階、対象の発達レベル
について妥当性の検討を行う。
①Ａ数量の基礎⚑段階
結論から言うと「数量の基礎⚑段階」では、⚔か
月ころから18か月ころを対象とした内容と⚒歳半ば
～⚓歳以降を対象とした内容が混在している。
具体的には「指を差したり，つかもうとしたり，
目で追ったりする」「目の前で隠されたものを探し
たり，身近にあるものや人の名を聞いて指を差した
りする」という記述部分について以下の指摘を行っ
ておく。
通常、「指さし」は12か月ころ、「つかむ」は⚖か
月、「目で追う」は⚔か月、「隠されたものを探す」
は⚑歳前半、「聞かれて指をさす」は18か月ころま
でに獲得される。示されている行動の獲得月齢がば
らばらであることと、これらの行動以前、⚔か月か
ら⚖か月以前の行動が示されていない。
「個別化する」とは、例えば、①目の前で隠され
たものを探したり、②身近にあるものや人の名を聞
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いて指差したりすることなど、特定のものに着目す
ることと述べられているが、①の「対象概念」は⚑
歳前半、「可逆の指さし」は18か月までに獲得され
る。さらに、「類別する」とは、①形や色が同じも
のを選ぶこと（例えば、同じ色の積み木やボールを
とる）、似ている⚒つのものを結び付けること（例
えば，果物についての仲間集め）などである、と説
明がされている。この色の概念や果物の認識は⚒歳
半ばから⚓歳以降に獲得される。「分類・整理す
る」、一対のものの組合せ、同じものの仲間集め、
ほかの種類や質の違いがある対象を含めた集合づく
りで示される例は様々な発達レベルに該当するが通
常幼児期の第⚒段階（⚓，⚔歳）と考えられる。ま
た「ほかの種類や質の違いがある対象を含めた集合
づくり」については「種類」「質」といった表現で
はより具体的な表現がのぞまれる。
「数量の基礎」で示される内容は通常の発達年齢
⚖か月から18か月、そして⚒歳半ばから⚓，⚔歳レ
ベルである。また示される行動が「習得」「発達」
のどちらの質概念に該当するのかの整理が必要であ
る。
②Ｂ数と計算⚑段階
「ものの有無に気付くこと」が再びあげられ、数
量の基礎と重複していると触れている。
数の「⚑」の理解が最も初歩的な数の概念ではな
いだろうか。さらに、「㋑目の前のものを，⚑個，
⚒個，たくさんで表すこと。㋒⚕までの範囲で数唱
をすること。㋓⚓までの範囲で具体物を取ること。」
では、㋑の「表す」とは話し言葉で表現することな
のか不明。㋓の獲得時期は⚓歳⚖か月ころである。
関連の深い絵カードの組合せ（例えば、キリンと
ゾウ、ミカンとバナナなどの絵カードを組み合わせ
ること）など半具体物を使用した初歩的な分析と総
合については⚒歳半ばから⚓歳以降に獲得がなされ
てくるものである。
「数を数える」では、⚑～10の範囲で、⚑つずつ
数詞を獲得…順序数をとなえたり、数字を読み書き
したりするなどの数詞の活用を、日常生活経験の中
で繰り返し学習、となっているが、順序数をとなえ
るが先行して獲得され、対応させて数えることは
「数える」動作と「押える」動作の⚒つの操作を同
時にこなす内容であり、⚓歳代前半以降に可能とな
る。
10まで…まずは⚕まで、「⚑段階は…⚓までの範
囲」について、「⚓まで」という場合、説明が不十
分で「数唱」「具体物対応」「数選び」が考えられる
が、言わんとするのは「⚓つの数選び」であるかど
うか推測するほかない。
「数と計算」内容⚑段階の対象は通常の発達年齢
「⚒歳半から⚓歳⚖か月以降」の障害・発達レベル
と考えられる。
③Ｃ図形第⚑段階
図形⚑段階のはじめはひとの顔の認識であろう。
また、抱っこされた時の身体接触を含めて人の区別
が認識されてくる。視覚と手指による認識というこ
とからすれば⚖か月ころからの Eye-Hand
Coordination の時期、また視覚認識である「可逆の
対追視」といったことが形の認識の第一歩といえ
る。
例で示してある「取り出す」ことは容れ物と中に
あるものの区別の認識が必要である。動物や型押
し、型抜きは12か月を越えた遊びである。
「（ア）知識及び技能」で示されている㋐～㋔につ
いては以下の指摘をしておく。
㋐は⚔か月から12か月、㋑言われていることの内
容が不明、㋒㋓㋔は⚒歳⚖か月から⚓歳代に獲得さ
れる内容であり、示された目標は広範囲の発達にわ
たる。
「（イ）次のような思考力，判断力，表現力等を身
に付けること。」で言われている㋐㋑㋒は意味不明。
⚑段階図形内容は対象の障害児・発達が「⚔か月
から12か月、⚒歳⚖か月から⚓歳代」レベルと考え
られる。
④Ｄ測定第⚑段階
測定の内容は「あるない」「大小」「多い少ない」
に限定されて説明されている。
「大きさや長さなどを，基準に対して同じか違う
かによって区別すること」の内容は⚒歳⚖か月から
⚓歳レベルの内容である。ただし、「基準に対して」
「用語に注目して」は⚑段階の内容として適切かど
うか判断に迷う記述である。
⚑段階「測定」内容は対象は通常の発達年齢「⚒
歳⚖か月から⚓歳」レベル。
⑤⚒段階Ｂ「図形」内容
「（ア）次のような知識及び技能を身に付けるこ
と。㋐身の回りにあるものの形に関心をもち，丸や
三角，四角という名称を知ること。㋑縦や横の線，
十字，△や□をかくこと。」
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⚒段階の「『関心をもつ。』とは，『しかく』，『さ
んかく』，『まる』と名称を言う，指差しをする，型
はめをするなどの活動」については⚑歳⚖か月を越
えたレベルの内容である。「大きさや色など属性の
異なるものについても形は同じであることを指導」
についてはこの段階での「指導」には発達的意味が
ない。「位置」「簡単な図表に関心をもつ。」は⚒段
階の他のレベルから言って飛躍があると言える。
図形の描画の獲得順序は円錯⇒円（○）⇒四角⇒
三角形⇒ひし形である。解説で例示してある「正方
形，長方形，三角形，円」の順序はこうした発達の
プロセスを理解していないからだと思われる。三角
形の描画指導が「三角に角が⚓あることに着目し，
それらの違いが分かり，描くことができるよう指導
する」との解説は三角形の斜めの線が重要な発達課
題になっていることを理解していない説明と考え
る。斜めの線の描画はひらがな習得の際、音節分解
と並んで重要なレディネスとなる。ひらがなのやわ
らかい表現は斜め線の獲得によって成り立つのであ
る。
⑥⚒段階Ｃ測定
「（ア）次のような知識及び技能を身に付けるこ
と。㋐長さ，重さ，高さ及び広さなどの量の大きさ
が分かること。㋑二つの量の大きさについて，一方
を基準にして相対的に比べること。㋒長い・短い，
重い・軽い，高い・低い及び広い・狭いなどの用語
が分かること。
（イ）次のような思考力，判断力，表現力等を身に
付けること。
㋐長さ，重さ，高さ及び広さなどの量を，一方を基
準にして比べることに関心をもったり，量の大きさ
を用語を用いて表現したりすること。」
自閉スペクトラム症や知的障害の場合、この通常
⚒歳⚖か月ころから獲得される「量の大きさ」に相
当の困難さを有する。典型的な自閉症の場合、大小
比較は最も困難な課題の一つである。品詞でいえば
形容詞であるが、本人の「自我」による価値づけが
なされないと困難である。「視覚等の感覚による判
断の経験を大切に」や「関心」「感覚」の育ちの指
導で獲得されるものではない。
「長さ」「重さ」「高さ」、「広さ」が例として挙げ
られているが他にも「対になった関係」は数多く挙
げられる。これらは通常⚓歳を中心に獲得されてい
く。他、「美味しい、まずい」、「きれい、みにくい」、
「早い、遅い」、「あつい、さむい」等。
測定⚒段階は学習指導要領解説では簡単に触れら
れているが重要な内容を含んでいる段階といえる。
相対的な「大小」「長短」などの比較抽象的な概念
の獲得である。通常、⚒歳半から⚓歳ころに獲得さ
れる概念である。後に高機能自閉症、アスペルガー
障害と診断される子どもたちは「大小」「長短」な
どの比較獲得には困難さをもち獲得に時間を要す
る。獲得に要する時間の長さが自閉スペクトラム症
障害の程度と関連するのではないかと論者は仮説し
て研究を行っている。また、40年を越える論者のダ
ウン症候群の発達相談では「大小」比較は平均する
と就学前後の時期に獲得される。ダウン症候群の多
くはこの課題が苦手で、この課題の図版を提示され
ると顔を机上に伏して拒絶する姿がみられる。
（⚔）「算数科」まとめ
以上の分析から算数科についての問題点、課題を
整理して指摘する。
①段階の特徴、段階に名前をつけるべきである。発
達的観点が希薄である。
②⚑段階以前の段階を考えるべきである。
③読みやすさに配慮すべきである。とくに内容と段
階。
④内容は発達研究の知見に学び、示すべきである。
⑤数の概念は話し言葉の獲得と密接に関連してい
る。しかし、国語科でも「大小」「長短」などの
品詞に言及していない。算数科、国語科と独立し
た教科でよいのか再検討が必要である。
⑥内容は習得、発達、形成を区別して学習課題を示
すべきである。
⑦特別支援教育独自のボトムアップの内容を追求す
べきである。今回の改定は全体から言って後退し
ている。特別支援学校学習指導要領執筆者のトッ
プダウンの圧力へのご苦労は拝察されるが「特別
支援教育」の独自性を追求し、障害児・親・現場
教師などの期待に応えるべきである。
Ⅳ．今後の研究の課題に替えて
「新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有
識者会議」の議論が進行している。そこでは、（⚑）
インクルーシブ教育の捉え方、（⚒）「特別支援教室」
（仮称）構想、（⚓）教育職員免許法附則第15項存続・
廃止などが現在の中心的な議論となっている。次に
特別支援学校学習指導要領（平成30年）の発達的検討
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私見を述べていく。
（⚑）インクルーシブ教育の捉え方については稲富
（2011）が述べた特別支援学校、特別支援学級、
通級指導教室、通常学級の障害児の「学習権」
保障の視線に立つ議論が必要と考える。
（⚒）「特別支援教室」（仮称）構想について特別支
援学級の果たしている教育的価値を再認識（稲
富 2005）すべきで構想を撤回すべきである。
（⚓）教育職員免許法附則第15項はこの間の免許取
得進捗状況を見る限り廃止すべきである。
（⚔）母子保健との連携について重視すべきであろ
う。
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註）特別支援学校学習指導要領
算数科「旧」と「新」の改定要点、目標内容の比較
旧学習指導要領 新学習指導要領
内容の改訂の要点 児童の知的障害の状態等を踏まえ，⚑段階について，
より初歩的，具体的な指導内容が設定できるように
する視点から内容を改めた。
数学的活動の充実
数学的な見方・考え方
⚑段階の「数量の基礎，数と計算」を「Ａ数量の基
礎」を単独の領域に。
⚓ 目標（第⚒章第⚑節第⚒款
第⚑［算数］）
⚑ 目標
具体的な操作などの活動を通して，数量や図形など
に関する初歩的なことを理解し，それらを扱う能力
と態度を育てる。
⑴ 目標は，従前どおりである。
⑵ 目標は，⚓つの内容で構成されている。①「具
体的な操作などの活動を通して，」とは，具体
物を見たり，手で触れたり，体を動かして順番
に並んだり，一定の数の音を聞いたりするなど
の活動のことである。②「数量や図形などに関
する初歩的なことを理解し，」とは，数，量，
計算，図や形，位置関係のほか，時計や暦など
についての，初歩的な事柄を理解することであ
る。③「それらを扱う能力と態度を育てる。」
とは，数量，図形などに関する初歩的な学習内
容を日常生活の中で実際に活用することができ
るようにしたり，実際に使おうとしたりする意
識を育てることである。
数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通し
て，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成す
ることを目指す。
⑴ 数量や図形などについての基礎的・基本的な概
念や性質などに気付き理解するとともに，日常
の事象を数量や図形に注目して処理する技能を
身に付けるようにする。
⑵ 日常の事象の中から数量や図形を直感的に捉え
る力，基礎的・基本的な数量や図形の性質など
に気付き感じ取る力，数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表したり柔軟に表した
りする力を養う。
⑶ 数学的活動の楽しさに気付き，関心や興味をも
ち，学習したことを結び付けてよりよく問題を
解決しようとする態度，算数で学んだことを学
習や生活に活用しようとする態度を養う。
⚔ 内容（第⚒章第⚑節第⚒款
第⚑［算数］）
⑴ 内容構成の考え方
内容は「数量の基礎，数と計算」，「量と測定」，「図
形・数量関係」，「実務」の⚔つの観点から示してい
る。
⚑段階「Ａ数量の基礎」「Ｂ数と計算」「Ｃ図形」「Ｄ
測定」
⚒段階、⚓段階「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」「Ｄ
データ」
